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●平成22年 度事業報告 ・収支報告

●社協事業所紹介

●こ寄付ありがとうこざいました

●できこと

●行事予定&お 知らせ

目が不申白な方で広報紙の文字が見えない方は(曽訳テニプをお費しいた|ますのご社会福祉協1議葬 結下さい。



18法 人運営事業

(1)理 事会 ・評議員会の開催 (年5回 開催)

(2)社 会福祉協議会指定管理施設等視察

(3)会 員制度 (会員会費の募集)

(4)福 祉サービスに関する苦情解決体制の設置

2.地 域福祉活動事業の推進

(1)心 配ごと相談事業 (相談件数34件)

(2)弁 護士無料法律相談事業 (相談件数12件)

(3)福 祉サービス利用支援事業 (利用者数 1件 )

(4)地 域ぐるみ福祉活動推進事業

(助成額  1地 区 20,000円)

(5)就 学児童祝い品支給事業 (支給件数113名)

(6)子 育て必需品支給事業 (支給件数70件)

(7)生 きがい活動支援事業 (3回開催 88名参加)

(8)給 食サービス事業 (配食数2,072件)

(9)ふ れあいサ回ン事業

(助成額  1地 区 10,000円 36地区)

10 福 祉用具貸与事業

(電動ベッド44件 車 いす29件)

11)民 生金庫貸付事業 (利用件数 1件 )

中の 生 活福祉資金貸付事業 (利用件数 1件 )

3〔在宅福祉サービスの推進

介護保険事業

(1)居 宅介護支援事業 (ケアマネジメント)

(利用者数 1,810人)

(2)通 所介護事業 (デイサービス)

脩」用者数  5,092人 )

(3)居 宅介護等事業 (ホームヘルパー)

(利用者数 15,374人)

障害者自立支援事業

(1)障 害福祉サービス事業 (居宅介護等事業)

(利用者数 1,360人)

(2)相 談支援事業 (利用者数123人)

4.受 託事業の推進

(1)家 族介護教宣事業の受託 (参加者数251人)

(2)配 食サービス事業の受託 (配食数1,649件)

(3)ホ ームヘルパー派遣事業の受託

(利用者数725人)

(4)学 童保育事業の受託 (利用者数41745人)

5E指 定管理事業

(1)生 きがいデイサービスセンター

(利用者数1,412人)

(2)老 人福祉センター (利用者数 笹 ゆり荘

15,406人 山 せみ荘 5,640人)

(3)老 人憩の家 (たなぎ荘)

研」用者数 3,820人)

6ロ ボランティア活動支援

(1)能 登町ボランティア連絡会への支援

(カロ入団体 64団 体 9個 人 1,256人)

(2)学 童 ・生徒のボランティア活動普及事業

(助成額  1校 24,000円 11校 )

(3)ボ ランティアレベルアップ講座 (56人参加)

7日共同募金運動の推進協力

(1)共 同募金運動    (10月 1日～12月31日)

(2)歳 末たすけあい運動 (12月1日～12月31日)

8B広 報、啓発活動の推進

(1)第 2回 能登町社会福祉大会 (福祉功労者表彰

33名 5団体 参 加人数180人)

(2)平 成22年度能登町地域福祉セミナー

(100名参加)

(3)ふ くしだより 「のと」の発行

(年3回発行 全 世帯配布約7,900世帯)

9.福 祉団体の活動支援

(1)能 登町民生委員児童委員協議会

(2)能 登町老人クラブ連合会

(3)能 登町身体障害者福祉協会

(4)能 登町遺族連合会

(5)リ ハビリ友の会

(6)能 登町母子募婦福祉協会

(7)能 登町赤十字奉仕団



,Sそ 入 の
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ロ 支 出 の
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蚕 香
一

一文 入 2,523,615 人 件 費 支 出 153,190,368
央
可 付 金 J叉 入 アj2581143 事 務 香

一
支 出 8,887,163

分 担 金 J叉 入 136、375 事 業 書
｛

支 出 42,9591766

経 常 経 費 補 助 金 収 入 37,451,091 貸 付 事 業 等 支 出 ]00,000

助 成 金 J叉 入 361,000 助 成 金 支 出 3,191,O① 0

受 託 金 J叉 入 39,5661972 色
⌒
担 金 支 出 387,320

事 業 J叉 入 10,913,358 返 選 金 支 出 2,475,18]

貸 付 事 業 等 収 入 1601500 経 理 区 分 間 繰 入 金 支 出 7,008,738

共 同 募 金 配 分 金 収 入 2,フア8,090 固定資産取得支出及び繰入支出 2,195,190

色
⌒
担 金 J又 入 370,① 00 積 立 預 金 積 立 支 出 ]9,65ア 、000

介 護 保 険 収 入 116,781,980 支 出 計 240,051,726

自 立 支 援 費 等 収 入 ア,061,8]①

雑 ll叉 入 198,4]5

受 取 利 息 配 当 金 収 入 54],384

経 理 区 分 間 繰 入 金 収 入 ア,008,738

積 立 預 金 取 崩 収 入 4,196,200

前 期 末 支 払 資 金 残 高 57,685,04ア ll叉 入 金 額 294,987,668

(繰 越 金 収 入) 支 出 金 額 240,051,726

熙   ン ンンン醒ンン ン訳感癒般ン

10月 1日より

(単位 :円)

赤鹸ヽ羽根共同募豊
が始まりました
今年もよろしく
お願いします

赤い羽根共同募金は、

高齢者、障がい者、

子供たちなどへの、

地域の福祉活動を支援

する募金です。

お寄せいただいた募金

は、地域福祉の充実の

ために使われています。

街頭募金活動をする能登高等学校の生徒たち

子供たちの福祉教育事業児童と高齢者の交流事業



社会福祉協議会施設マツプ
(施設の詳細は当協議会のホームページに掲載しています)

0議ンンンンンンンンンン
(老人福祉センター笹ゆり荘内)

所在地 能 登町字柳田梅部198番地
下EL (07 6 8 ) 7 6 - 0 0 8 8

ユン通話ンンンン韓ンンンン
所在地 能 登町字黒川33暑 70番地
下EL (0768)76-1246

こ,ンンンンンンンンン
(柳日小学校内)

所在地 能 登町字柳日ネし部2番1地

下EL(1莞帯)080-1962-6218

保護者の就労等により放課後の保育が

できなしヽ小学校低学年 (1年生～3年生)

の児童が対象です。健康と安全を守りな

がら、保護者との連携を深め、安心して

預けてもらえる学童クラブを目指します。

笹ゆり荘|よ、高齢者の方々の交流の場とな

っています。ゆつたりと温泉入浴もでき、ア

ットホームな雰囲気の施設でお客様は一日の

んびりと過ごされています。お客様の元気な

笑い声が聞くことができ、嬉しく思います。

これからもこの施設を快適に利用していただ

きたいです。

また、笹ゆり荘が能登町社会福祉協議会柳

日支所の窓□となつています。本所と連携を

とりながら、各種相談の受付や福祉団体 (柳

日地区)支 援を進めています。

<入 浴不」同時間>夏期 (4月1日～10月31日)

午前10B寺30分～年後6B寺

冬期 (11月1日～3月31日)

午前10B寺30分～年後4時

老人福祉センター山せみ荘の自慢の温

泉は好評で、能都地区 ・内浦地区からの

利用者も増えて、嬉しく思つています。

山せみ荘の温泉のお湯は程良しヽ勲さで、

肌にやさしく、ツルツルして気持ちがい

いとお客様に評半」がしヽいです。

源泉の効能|よ、更年期障害、神経痛、

婦人科系、リウマテ等に効果がいいです。

<入 浴料金>
一般大人   400円

小人 200円

60歳 ′V     300円

幼児 無 料

身障1～6級  300円

<入 浴利用B寺間>午 後128寺30分～6B寺

毎戊掛ンンンンーー

ンンン鞭ンン襲ンンン
所在地 能 登阿字崎山1丁目1番地
下EL (07 6 8 ) 6 2 - 0 6 0 2

に'議ンンンンンン轟
(老人憩の家たなざ疋

所在地 能 登B丁字ウ字10'
TEL (0768)62-35C

私たちは居宅介護支援 (

プラン作成)と 訪問介護 (

ムヘルパー)の サービスを

しています。利用者の営さ

は親切で丁寧な対応を心推ト

サービスのみならず、安1断

顔もお届けします。

介護に関する1断配ことは

軽にご相談ください。

④



ンン 福祉相談やボランティア相談、能都地区の福祉団体の支援など

地域福祉を推進する事業を行つています。

老人憩の家たなぎ荘は、地域の高齢者の憩の場として、日召利54

年に開設され、長年能都地区の営さんに憂されてきた歴史ある施

設で、教養の向上やカラオケやゲーム等のレクリエーションを行

い、高齢者の健康増進を目的として運営しています。

利用時間 :午前9時 から午後5B寺まで

使用料 t町内居住者は、平成23年 10月 1日 よリー人につき300円

フ人以上の団体は、 1団体2′000円 になりました。

日丁夕ヽ居住者は、一人につき600円

(ただし、団体の利用|よ予約が必要です)

※多数の方のご利用を職員一同お待ちしております。

含躍却]役場

0畿畿纏畿ンンン糠寵
(内浦福祉センター内)

所在地 能 登町字松波13字77番地
下EL (0768)72-2322

地域住民の営さんが健康で安1出して

暮らせるように、行政、自治会、ボラ

ンテイア、福祉団体等と連携を取りな

がら身近なサービスや事業を展開して

いきます。住民の皆さんのこ理解とご

協力をいただきながら更なる地域福祉

の充実を目指します。

②鹸懸爾プ戦串醒量畿酸餞韓

所在地 能 登町字小木15字42番地2

TEL (0768)74-1777

介護保険に基づしヽたサービスを提供し、

利用者の皆さんが楽しく、利やかに一日

を過ごせるように職員一同真心こめてお

世話しヽたしますのでぜひご利用ください。

0議 轟ンヽ 簸亀鶴かがン
所在地 能 登町字小木ハ字18番地10

TEL (0768)74-1777

元気の郷いわかがみは小木デイ

サービスセンターに隣接し、要介

護 ・要支援以夕ヽの高齢者を対象に、

生きがいと社会参カロを促進するこ

とを目的として、日舞 ,生け花 ・

茶道などボランティアの方の指導

による趣昧活動のサービスを提供

してしヽます。

C

能登町役場小木支所の後方に小木デイ

サービスセンターがあります。



靱鰻ンン頗ンンンンン
社会福祉事業に役立ててほしいと次のとおりご寄付がありました。

温かいお気持ち、心から感謝申し上げます。 (順不同 ・敬称略)

寄付者ご芳名 (平成23年フ月1日～9月30日まで)

皆様か らの ご寄付 は、福祉事業 に活用するため半分以上を福祉基金 に積み立てて、

その ほか地域福祉活動等の事業 に有効活用させ て頂 いてお ります。

能章町学壷クラブ交流会

8月 4日 (木)内 浦運動公園

町内の学童クラブ、ノーム児童クラブ (宇出津)、

くぬぎ (綿川)、つくし組 (松波)、ささゆり学重

クラブ (柳日)、まつなみキッズセンターを利用し

ている児童が集い、名刺交換やじゃんけんリレー

などのゲームをとおして、交流を深めました。暑

い日となりましたが、子供たちは元気いつぱいに

楽しみ、新しい友達もできたり、夏休みのいい思

い出となったようです。

いきいきのど自慢大会

高齢者生きがい活動推進支援事業の一環として、総勢約100

名の参aEl者の方々が、健康と生きがいづくりの促進と親陸及び

交流を図ることを目的とした 「いきいきのど自慢大会」を9月

22日 (金)に 国民宿含 「うしつ荘」コミュニティーセンターで

開催しました。出場者16名のみなさんすべてが歌詞の主人公に

なられたような素B蕎らしい歌声を披露され、審査員や応援者の

みなさんは、出場者の方々の自慢の声に最初から最後まで聴き

入つておられました。

結果は以下のとおり

最優秀賞 福 島 金 次さん

優秀員  前 野 年 正さん

″   益 日 英 治さん

(千鶴会)

(阿武松クラブ)

(鵜川伸生会)

特別員  高 橋千代子さん  (桜 寿会)

″   浜 中きみ子さん  (健 寿会)

〃   安 日  BAさ ん  (寿 会第 1クラブ)

入豊された曽様おめでとうこざいました。

〇

氏  名 住 所 金 額(円) 氏  名 住 所 金 額(円) 氏  名 住 所 金 額(円)

上 )|1 将 夫 清  真 50,000 中 ナ|1 悦 子 久  田 100,000 山 岸   修 藤ノ瀬 100,000

谷 回 佳 館 」L  回丁 100ョ000 上 野 秀 夫 松  波 100,000 匿 名 500,000

松 波 幸 了 宇出津 50,000 匿 名 100,000 谷 内 春 治 市ノ瀬 100,000

南   一 輝 奈良県 200,000 中 橋 宇 機 雄 久  田 100ョ000 丸 谷 清 幸 鵜 100,000

棚 田 伸 一 郎 松 波 100,000 行 谷 百 合 子 時 長 100,000 室 谷 六 江 時 長 500,000

西 本 陽 子 珠洲‖市 50,000 佐 野 勝 二 宇出津 100,000 周掛幅姜証理事(株) 宇出津 200,000

)|| □  光 藤 波 車いす1台 太 田   均 小  木 100,000

運 軽 響



能登阿戦没者追悼式 ・慰霧窯

10月 7日 (金)能 都社会福祉会館で、こ遺族の方々や多数の

関係者が参列し、戦没者追悼式並びに慰霊祭が行われました。

能登町の御霊1455柱 に対し、こ冥福と平利への警いを込め黙

祷を捧げました。

第3回能首町社会福祉大会
10月28日 (金)能 都社会福祉会館

町内の福祉関係者が一堂に集い、新たな福祉の時代を担う役書」を確認し、ともに地域福祉の進展に金力を

尽くすことを目的に第3回 能登町社会福祉大会が開催されました。

席上、示年にわたり社会福祉事業に功績のあつた1国人30名、8団 体の彗さんに町社会福祉協議会長表彰が

授もされました。続いて能登町民生委員の浦憲治さんより地域福祉の充実を目指す大会宣言が読み上げられ

ました。式典の後、富山短期大学社会学科関好博准教授による講演がありました。

《会長表彰受員者》 (敬 称陪)

1社 会福祉事業従事者 2社 会福祉事業関係団体役職員

鳳寿荘

″

第二長寿園

//

〃

″

//

″

〃

日本海倶楽部
/ /

多花楽会

柳日保育所

綿川保育所

しらさざ保育所

山本 真 澄

谷政 礼 子

木村 博 生

國谷 真 弓

山日 俊 IEl

竹平 佳 代

山日 梢 恵

湊 久 美子

谷  結 花

又木 明 世

上野 昌 美

蔵 美 利子

半崎 晶 美

寺下 淳 子

石蔵 ― 子

鳳寿荘
″

第二長寿園

″

″

//

″

″

日本海倶楽部

″

能輝人

高倉保育所

鵜川保育所

ひばり保育所

中谷内直美

津雲 松 子

土幸 利 美

新谷 茂 樹

坂尻夕起子

大量 千 幸

松原 一 恵

坂□ 臆 典

中日 幸 夫

上  幸 子

上野美代子

冨日江美子

浸野千賞子

寺下 小 菊

能輝人 瀧内 寛 満

3ボ ランテイア活動者 ・活動団体

橘唄う会 恋路そくさい会

松波ふれ憂会  上 集まらしん会

あつまろう会  向 出海辺の会

新保ごしき会  有 限会社 柳田製網

, ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ■ ■ 口 ‐ 口 ‐ ‐ ‐ ‐ E ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ■ ‐ ■ 口 ‐ E

赤ちゃんへ 紙おむつプレゼント

社会福祉協議会では、社会福祉協議会の会員会費を財源とし、子育て支援の一環として 「子育て必需品支給

事業」を行つています。

<対  象 > 出 生時から能登町に住民票を置く赤ちゃん (6ヶ月以内)の 保護者

<支 給品> 乳 児用 紙 おむつMサ イズ

<申 請方法>社 会福祉協議会本所 ・各支所、能登町役場町民課、能都 ・柳日サービス課、役場各支所 ・出張所

にある申請用紙に必要事項を記入し、社会福祉協議会まで提出してください。

※申請は赤ちゃん 1人につき1回限りです。

<受 取場所>紙 おむつの受取は、社会福祉協議会本所 ・各支所にて申請書とBIき換えにお渡しします。

※受取り時、母子手帳など確認できる書類を必ずこ持参ください。

9
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●平成22年 度事業報告 ・収支報告

●社協事業所紹介

●こ寄付ありがとうこざいました

0で きこと

●行事予定&お 知らせ

目が不自1由な方で広報紙の文字が見えない方は(曽 1訳テとプをお農しいたますので社会福祉協議曇までご連絡下さいな


